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1　ミケランジェロ作《ダヴィデ》
　
序
　
古
く
か
ら
時
の
為
政
者
は
、
し
ば
し
ぽ
巨
大
な
建
造
物
、
あ
る
い
は
巨
大
な
彫
像
を
制
作
す
る
こ
と
に
情
熱
を
注
い
で
き
た
。
富
と
権
力
、
有
能
な
職
人
を
掌
中
に
収
め
た
者
の
み
が
成
し
う
る
巨
大
な
建
造
物
、
あ
る
い
は
巨
像
の
制
作
は
、
そ
の
ま
ま
為
政
者
自
身
の
誇
示
で
あ
り
、
政
治
・
外
交
上
の
政
策
の
一
手
段
で
も
あ
っ
た
。
イ
タ
リ
ア
・
ル
ネ
サ
ソ
ス
に
お
い
て
も
、
巨
像
の
制
作
は
、
バ
ト
ロ
ソ
の
一
種
の
プ
ロ
パ
ガ
ソ
ダ
で
あ
る
と
同
時
に
、
委
嘱
さ
れ
る
側
の
芸
術
家
に
と
っ
て
は
、
自
己
の
才
能
を
示
す
ま
た
と
な
い
好
機
で
あ
っ
た
。
換
言
す
れ
ぽ
、
イ
タ
リ
ア
・
ル
ネ
サ
ン
ス
に
お
い
て
、
巨
像
は
バ
ト
ロ
ソ
と
彫
刻
家
と
の
出
会
い
が
生
み
出
し
た
合
作
と
し
て
捉
え
る
こ
と
が
出
来
る
。
　
本
稿
で
は
、
イ
タ
リ
ア
・
ル
ネ
サ
ソ
ス
に
お
け
る
巨
像
の
こ
の
よ
う
な
性
格
に
注
目
し
、
ミ
ケ
ラ
ン
ジ
ェ
ロ
の
巨
像
《
ダ
ヴ
ィ
デ
》
（
図
1
）
の
成
立
に
関
し
、
若
干
の
私
見
を
加
え
て
み
た
い
。
2
　
（
一
）
　
ト
リ
ブ
ー
ナ
（
茸
ぎ
島
§
）
の
装
飾
計
画
　
《
ダ
ヴ
ィ
デ
》
は
、
も
と
フ
ィ
レ
ン
ツ
ェ
の
サ
ン
タ
・
マ
リ
ア
・
デ
ル
・
フ
ィ
オ
ー
レ
（
ω
勉
コ
一
P
ン
h
餌
「
一
曽
α
①
一
「
一
〇
『
Φ
）
の
ト
リ
ブ
ー
ナ
（
図
2
）
の
装
飾
計
画
の
一
部
と
し
て
、
オ
ペ
ラ
・
デ
ル
・
ド
ゥ
オ
ー
モ
（
O
℃
⑦
毒
O
£
U
ロ
0
8
0
大
聖
堂
工
事
監
督
局
）
よ
り
ミ
ケ
ラ
ン
ジ
ェ
ロ
に
委
嘱
さ
れ
た
大
理
石
像
で
あ
る
。
ま
ず
上
記
装
飾
計
画
に
関
し
て
、
残
さ
れ
た
資
料
の
類
を
手
が
か
り
に
（
－
）
、
オ
ペ
ラ
・
デ
ル
・
ド
ゥ
オ
ー
モ
側
の
依
頼
の
内
容
に
つ
い
て
検
討
し
て
み
た
い
。
こ
の
装
飾
計
画
は
、
サ
ン
タ
・
マ
リ
ア
・
デ
ル
・
フ
ィ
オ
ー
レ
の
北
．
東
．
南
の
ト
リ
ブ
ー
ナ
を
支
、
兄
る
バ
ッ
ト
レ
ス
（
げ
巳
幹
Φ
ω
ρ
8
暮
毒
龍
o
詳
①
）
に
一
体
つ
つ
、
計
十
二
体
の
像
を
設
置
す
る
内
容
の
も
の
で
あ
っ
た
。
　
即
ち
、
一
四
〇
八
年
一
月
二
十
四
日
、
オ
ペ
ラ
・
デ
ル
・
ド
ゥ
オ
ー
モ
は
最
初
の
像
を
委
嘱
し
て
い
る
。
『
ア
ン
ト
ニ
オ
・
バ
ソ
コ
と
そ
の
息
子
ジ
ョ
バ
ン
ニ
（
》
暮
8
臨
b
d
p
。
ロ
〇
三
簿
匂
o
ゴ
p
。
p
コ
δ
①
ご
ω
塗
ε
に
、
大
理
石
に
よ
る
高
さ
三
と
四
分
の
一
ブ
ラ
ッ
チ
ャ
の
イ
ザ
ヤ
と
い
う
名
の
預
言
者
像
（
＝
爵
ヨ
訪
σ
Q
ロ
鑓
ヨ
ロ
o
日
一
巳
ω
団
ω
巴
①
O
「
o
h
Φ
8
）
の
制
作
を
、
委
嘱
す
る
こ
と
が
決
定
さ
れ
た
。
…
…
』
と
い
う
記
述
が
そ
れ
で
あ
る
（
2
）
。
こ
の
像
《
イ
ザ
ヤ
》
は
、
同
年
十
二
月
に
完
成
さ
れ
て
い
る
。
　
続
い
て
、
同
年
二
月
二
十
二
日
に
は
、
《
イ
ザ
ヤ
》
と
ほ
ぼ
同
じ
サ
イ
ズ
の
大
理
石
像
《
ダ
ヴ
ィ
デ
》
の
制
作
が
、
ド
ナ
テ
ル
ロ
（
U
o
コ
簿
Φ
一
一
〇
本
名
U
o
ロ
母
o
巳
Z
凶
o
o
o
δ
島
切
①
洋
o
し
d
鋤
「
巳
一
ω
。
。
。
。
＼
。
。
①
占
A
①
①
）
に
委
嘱
さ
れ
て
い
る
。
即
ち
、
　
『
…
…
前
記
教
会
の
た
め
の
十
二
体
の
預
言
老
像
の
う
ち
の
一
体
、
即
ち
ダ
ヴ
ィ
デ
…
…
』
と
記
さ
れ
て
い
る
（
3
）
。
こ
の
《
ダ
ヴ
ィ
デ
》
は
、
翌
年
六
月
に
完
成
し
て
い
る
（
4
）
。
　
《
イ
ザ
ヤ
》
《
ダ
ヴ
ィ
デ
》
両
老
の
う
ち
の
一
体
は
、
計
画
通
り
パ
ッ
ト
レ
ス
に
設
置
さ
れ
た
が
、
翌
一
四
〇
九
年
七
月
三
日
、
設
置
さ
れ
た
一
体
は
、
パ
ッ
ト
レ
ス
よ
り
取
り
外
さ
れ
て
い
る
（
5
）
。
彫
像
が
、
地
上
か
ら
見
上
げ
る
に
は
、
小
さ
す
ぎ
た
こ
と
が
、
そ
の
理
由
で
あ
っ
た
と
一
般
に
推
測
さ
れ
て
い
る
。
　
第
三
の
彫
像
は
、
上
記
の
事
情
を
考
慮
し
て
委
嘱
さ
れ
る
。
こ
の
委
嘱
に
関
し
て
は
、
資
料
は
残
さ
れ
て
い
な
い
。
但
し
、
像
が
委
嘱
さ
ミケランジェロ作《ダヴィデ》3
れ
、
ま
た
完
成
さ
れ
た
時
期
に
つ
い
て
は
、
像
設
置
の
た
め
の
材
料
に
関
す
る
金
銭
出
納
簿
を
も
と
に
（
6
）
、
一
四
一
〇
年
頃
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。
作
者
及
び
像
の
名
称
は
、
一
四
一
二
年
八
月
十
二
日
の
給
与
支
払
い
書
に
よ
り
（
7
）
、
ド
ナ
テ
ル
ロ
に
よ
る
《
ヨ
シ
ュ
ア
》
と
解
さ
れ
、
人
体
の
三
倍
以
上
の
像
高
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
（
8
）
。
な
お
像
を
バ
ッ
ト
レ
ス
に
設
置
し
た
後
の
作
業
、
即
ち
像
の
塗
装
に
関
連
し
て
、
『
サ
ン
・
レ
パ
ラ
ー
タ
（
閑
①
で
母
舞
㊤
）
教
会
の
上
に
置
か
れ
た
巨
大
な
白
色
の
像
（
げ
o
ヨ
○
臼
倉
。
α
Q
昌
＝
ω
簿
巴
げ
ロ
ω
）
』
、
『
テ
ラ
コ
ヅ
タ
の
巨
人
像
（
一
．
＝
o
日
o
α
q
話
⇒
α
⑦
O
Φ
＝
餌
酔
①
旨
帥
）
』
等
（
9
）
、
像
の
主
題
よ
り
む
し
ろ
像
の
大
き
さ
に
関
す
る
表
示
が
目
立
つ
こ
と
は
、
注
目
さ
れ
て
よ
い
。
　
四
体
目
の
像
は
、
未
詳
の
理
由
に
よ
り
モ
デ
ル
制
作
の
段
階
で
中
断
さ
れ
て
い
る
。
一
四
一
五
年
九
月
九
日
の
資
料
は
（
－
o
）
、
ブ
ル
ネ
ル
レ
ス
キ
（
霊
言
唱
o
b
d
「
§
巴
Φ
゜
・
。
算
一
ω
謡
占
念
①
）
と
ド
ナ
テ
ル
ロ
が
、
パ
ヅ
ト
レ
ス
の
彫
像
の
た
め
の
モ
デ
ル
制
作
に
対
す
る
報
酬
と
し
て
、
オ
ペ
ラ
・
デ
ル
・
ド
ゥ
オ
ー
モ
に
十
金
フ
ロ
ー
リ
ン
を
請
求
し
て
い
る
こ
と
を
伝
え
る
が
、
そ
の
文
節
に
お
い
て
も
『
サ
ン
タ
・
マ
リ
ア
・
デ
ル
・
フ
ィ
オ
ー
レ
の
控
え
壁
（
ω
娼
「
O
卍
）
の
上
の
大
き
な
像
（
節
σ
q
口
『
①
σ
q
話
ロ
巳
）
の
た
め
の
試
作
と
し
て
…
…
』
と
、
豫
の
大
き
さ
に
着
目
し
た
と
考
え
ら
れ
る
表
記
が
使
用
さ
れ
て
い
る
。
　
五
体
目
の
像
の
委
嘱
は
、
四
体
目
の
像
の
委
嘱
か
ら
約
五
十
年
後
の
一
四
六
三
年
四
月
十
六
日
に
行
わ
れ
て
い
る
。
契
約
書
に
拠
れ
ぽ
（
n
）
、
オ
ペ
ラ
・
デ
ル
・
ド
ゥ
オ
ー
モ
は
ア
ゴ
ス
テ
ィ
：
ノ
・
デ
ィ
・
ド
ゥ
ヅ
チ
オ
（
〉
α
q
o
ω
二
昌
o
島
∪
⊆
o
o
δ
”
＝
お
占
“
Q
。
一
眞
黙
）
に
、
サ
ソ
タ
・
マ
リ
ア
・
デ
ル
・
フ
ィ
オ
ー
レ
か
ら
セ
ル
ヴ
ィ
　
（
Q
り
臼
く
一
）
教
会
に
通
じ
る
通
路
の
扉
の
上
に
置
か
れ
て
い
る
像
と
ほ
ぼ
同
じ
大
き
さ
の
像
、
　
『
ギ
ガ
ソ
テ
、
即
ち
ヘ
ラ
ク
レ
ス
（
σ
q
ロ
σ
q
7
鋤
⇔
8
0
＜
興
o
国
需
げ
9
①
）
』
を
、
同
年
八
月
末
日
ま
で
に
と
い
う
条
件
で
あ
る
。
契
約
書
に
は
豫
の
材
質
に
つ
い
て
の
記
載
は
な
い
が
、
制
作
期
間
が
約
四
ヵ
月
と
短
期
間
で
あ
る
こ
と
か
ら
推
し
て
、
《
ヨ
シ
ュ
ア
》
同
様
テ
ラ
コ
ッ
タ
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
（
1
2
）
。
　
五
体
目
の
像
の
完
成
を
受
け
て
、
一
四
六
四
年
八
月
十
六
日
に
、
六
体
目
の
像
の
契
約
が
結
ば
れ
る
。
委
嘱
を
受
け
た
の
は
五
体
目
の
像
の
制
作
者
ア
ゴ
ス
テ
ィ
ー
ノ
・
デ
ィ
・
ド
ゥ
ッ
チ
オ
そ
の
人
で
あ
る
。
契
約
書
に
拠
れ
ば
、
像
は
カ
ラ
ー
ラ
産
の
大
理
石
に
よ
り
制
作
4
さ
れ
る
『
巨
人
の
よ
う
に
大
き
い
九
ブ
ラ
ッ
チ
ャ
（
…
…
α
凶
げ
雷
o
o
貯
旨
o
〈
o
鋤
σ
Q
『
三
器
象
σ
Q
＝
α
Q
冨
馨
Φ
）
』
の
も
の
、
そ
の
制
作
期
限
は
同
年
九
月
一
日
か
ら
十
八
ヵ
月
で
あ
っ
た
（
1
3
）
。
と
こ
ろ
が
、
二
年
後
の
一
四
六
六
年
十
二
月
三
十
日
に
、
上
記
の
契
約
は
未
詳
の
理
由
に
よ
り
破
棄
さ
れ
、
ア
ゴ
ス
テ
ィ
ー
ノ
が
着
手
し
た
大
理
石
像
は
、
未
完
の
ま
ま
オ
ペ
ラ
・
デ
ル
・
ド
ゥ
オ
ー
モ
の
所
有
と
な
る
（
姓
）
。
後
年
ミ
ケ
ラ
ソ
ジ
ェ
ロ
が
《
ダ
ヴ
ィ
デ
》
を
制
作
す
る
こ
と
に
な
る
石
材
が
、
ま
さ
に
こ
の
巨
石
で
あ
っ
た
。
こ
の
巨
石
が
ミ
ケ
ラ
ソ
ジ
ェ
ロ
に
渡
る
以
前
、
即
ち
一
四
七
六
年
五
月
六
日
に
、
オ
ペ
ラ
・
デ
ル
・
ド
ゥ
オ
ー
モ
は
『
大
理
石
の
巨
像
（
⊆
づ
o
σ
q
信
σ
q
9
コ
8
島
ヨ
霞
ヨ
o
）
』
　
の
完
成
を
、
ア
ソ
ト
ニ
ナ
・
ロ
ッ
セ
リ
ー
ノ
（
》
三
〇
巳
o
菊
o
ω
ω
⑦
＝
8
噛
＝
b
。
刈
も
『
）
に
依
頼
し
て
い
る
こ
と
が
知
ら
れ
て
い
る
（
1
5
）
。
　
以
上
が
、
《
ダ
ヴ
ィ
デ
》
が
ミ
ケ
ラ
ン
ジ
ェ
ロ
に
委
嘱
さ
れ
る
ま
で
の
、
ト
リ
ブ
ー
ナ
の
装
飾
計
画
の
概
要
で
あ
る
。
オ
ペ
ラ
・
デ
ル
・
ド
ゥ
オ
ー
モ
の
側
か
ら
委
嘱
さ
れ
た
の
は
前
記
の
六
体
で
あ
る
が
、
実
際
に
パ
ッ
ト
レ
ス
に
設
置
さ
れ
た
像
は
、
《
ヨ
シ
ュ
ア
》
及
び
《
ギ
ガ
ン
テ
、
即
ち
ヘ
ラ
ク
レ
ス
》
の
僅
か
二
体
に
す
ぎ
な
い
。
パ
ッ
ト
レ
ス
に
設
置
さ
れ
な
か
っ
た
他
の
四
体
は
、
オ
ペ
ラ
・
デ
ル
・
ド
ゥ
オ
ー
モ
の
意
図
に
沿
う
も
の
で
な
か
っ
た
と
推
測
さ
れ
る
。
ア
ル
ノ
ル
フ
ォ
・
デ
ィ
・
カ
ソ
ピ
オ
　
（
〉
ヨ
o
開
o
島
O
帥
ヨ
三
P
一
匿
㎝
懸
山
ω
一
〇
眞
晋
）
の
設
計
に
基
づ
き
、
一
二
九
六
年
起
工
さ
れ
た
サ
ソ
タ
・
マ
リ
ア
・
デ
ル
・
フ
ィ
オ
ー
レ
は
、
建
造
物
の
奥
行
き
一
六
八
メ
ー
ト
ル
、
幅
一
〇
三
メ
ー
ト
ル
、
ド
ー
ム
の
頂
上
の
高
さ
は
一
〇
〇
メ
ー
ト
ル
を
越
え
る
巨
大
な
建
造
物
で
あ
る
。
建
造
物
そ
れ
自
体
は
、
西
洋
建
築
史
の
上
で
決
し
て
珍
し
い
規
模
と
は
言
え
な
い
が
、
そ
の
建
造
物
の
装
飾
と
し
て
、
地
上
約
二
十
メ
ー
ト
ル
の
高
さ
の
パ
ヅ
ト
レ
ス
に
設
置
す
る
像
を
委
嘱
す
る
に
あ
た
り
、
オ
ペ
ラ
・
デ
ル
・
ド
ゥ
オ
ー
モ
の
側
と
し
て
は
、
こ
の
巨
大
な
建
造
物
に
見
合
う
巨
像
を
期
待
し
た
で
あ
ろ
う
こ
と
は
想
像
に
難
く
な
い
。
　
資
料
に
見
る
限
り
、
委
嘱
さ
れ
て
い
る
像
は
、
そ
の
像
の
主
題
よ
り
む
し
ろ
像
の
大
き
さ
に
力
点
が
あ
っ
た
様
子
に
み
え
る
。
一
四
〇
八
年
に
委
嘱
さ
れ
た
《
イ
ザ
ヤ
》
、
《
ダ
ヴ
ィ
デ
》
の
い
ず
れ
か
の
像
が
（
1
6
）
、
一
度
は
パ
ヅ
ト
レ
ス
に
設
置
さ
れ
な
が
ら
、
程
無
く
そ
の
場
所
よ
り
取
り
外
さ
れ
て
い
る
の
は
、
完
成
さ
れ
た
像
の
サ
イ
ズ
が
、
オ
ペ
ラ
・
デ
ル
・
ド
ゥ
オ
ー
モ
の
期
待
す
る
大
き
さ
で
な
か
っ
た
た
め
と
思
わ
れ
る
。
即
ち
オ
ペ
ラ
・
デ
ル
・
ド
ゥ
オ
ー
モ
の
側
は
、
ト
リ
ブ
ー
ナ
の
装
飾
を
計
画
し
た
当
初
か
ら
、
巨
大
な
像
制
作
を
期
待
し
、
そ
の
た
め
に
第
三
体
目
か
ら
後
の
書
面
に
は
、
そ
の
こ
と
が
明
文
化
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
サ
ン
タ
・
マ
リ
ア
・
デ
ル
・
フ
ィ
オ
ー
レ
は
、
人
間
の
精
神
が
発
案
し
、
技
術
が
実
現
し
う
る
最
大
・
最
高
の
教
会
堂
を
建
て
る
こ
と
を
目
標
に
、
設
計
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
（
7
1
）
。
ト
リ
ブ
ー
ナ
の
装
飾
計
画
に
み
る
数
体
の
像
の
委
嘱
は
、
技
術
が
実
現
し
得
る
最
大
・
最
高
の
像
を
期
待
し
た
委
嘱
で
あ
っ
た
と
理
解
し
た
い
。
ミケラソジェロ作《ダヴィデ》5
　
（
二
）
　
ミ
ケ
ラ
ン
ジ
ェ
ロ
へ
の
委
嘱
　
ト
リ
ブ
ー
ナ
の
装
飾
の
六
体
目
と
し
て
委
嘱
さ
れ
、
し
か
し
制
作
が
中
断
さ
れ
、
未
完
の
ま
ま
オ
ペ
ラ
・
デ
ル
・
ド
ゥ
オ
ー
モ
の
作
業
場
に
放
置
さ
れ
て
い
た
大
理
石
塊
か
ら
、
《
ダ
ヴ
ィ
デ
》
が
彫
り
出
さ
れ
る
の
は
、
ミ
ケ
ラ
ン
ジ
ェ
ロ
に
よ
る
。
但
し
、
ミ
ケ
ラ
ン
ジ
ェ
ロ
に
そ
の
制
作
が
委
嘱
さ
れ
る
ま
で
の
経
緯
は
、
詳
ら
か
で
な
い
。
コ
ン
デ
ィ
ヴ
ィ
（
〉
ω
8
巳
o
O
o
包
三
矯
呂
N
α
懸
－
謹
）
の
記
述
に
拠
れ
ぽ
（
1
8
）
、
ア
ン
ド
レ
ア
・
サ
ソ
ソ
ヴ
ィ
ー
ノ
（
〉
巳
「
＄
ω
き
ω
o
＜
貯
ρ
一
幽
①
O
温
占
器
O
）
は
、
オ
ペ
ラ
・
デ
ル
・
ド
ゥ
オ
ー
モ
の
作
業
所
に
放
置
さ
れ
て
い
た
大
理
石
塊
に
注
目
し
、
そ
れ
に
新
た
な
大
理
石
を
補
っ
て
豫
を
制
作
す
る
こ
と
を
条
件
に
、
大
理
石
塊
の
譲
渡
を
オ
ペ
ラ
・
デ
ル
・
ド
ゥ
オ
ー
モ
に
申
し
出
て
い
る
。
サ
ン
ソ
ヴ
ィ
ー
ノ
の
申
し
出
を
、
オ
ペ
ラ
・
デ
ル
・
ド
ゥ
オ
ー
モ
か
ら
聞
き
知
っ
た
ミ
ケ
ラ
ソ
ジ
ェ
ロ
は
、
別
の
大
理
石
を
加
え
る
こ
と
な
く
、
そ
の
大
理
石
塊
か
ら
立
派
な
作
品
を
制
作
出
来
る
と
い
う
別
の
提
案
を
示
し
、
そ
の
結
果
像
制
作
の
委
嘱
が
ミ
ケ
ラ
ン
ジ
ェ
ロ
に
決
定
し
た
と
い
う
。
ま
た
、
ヴ
ァ
ザ
ー
リ
ニ
版
で
は
（
1
9
）
、
委
嘱
の
経
緯
が
以
下
の
如
く
記
さ
れ
て
い
る
。
即
ち
、
一
五
〇
一
年
以
前
、
ミ
ケ
ラ
ン
ジ
ェ
ロ
は
、
シ
モ
ー
ネ
・
ダ
・
フ
ィ
エ
ー
ゾ
レ
（
ω
凶
ご
P
O
⇒
①
α
四
　
聞
一
〇
ω
O
一
①
）
が
す
で
に
『
巨
像
（
§
伽
q
一
α
q
き
8
）
』
を
造
り
は
じ
め
た
が
、
未
完
の
ま
ま
放
置
し
た
大
理
石
塊
か
ら
、
巨
像
を
制
作
す
る
意
志
を
持
っ
て
い
た
ら
し
い
。
そ
の
、
ミ
ケ
ラ
ン
ジ
ェ
ロ
が
、
ロ
ー
マ
滞
在
中
（
一
四
九
六
－
一
五
〇
一
年
）
、
友
人
か
ら
石
塊
の
入
手
の
可
能
性
を
伝
え
る
手
紙
を
受
け
て
、
フ
ィ
レ
ン
ツ
ェ
に
戻
る
。
彼
は
オ
ペ
ラ
・
デ
ル
・
ド
ゥ
オ
ー
モ
の
作
業
場
に
放
置
さ
れ
て
い
た
石
塊
の
寸
法
を
計
り
、
6
そ
れ
に
適
す
る
構
想
を
オ
ペ
ラ
・
デ
ル
・
ド
ゥ
オ
ー
モ
と
ソ
デ
リ
ー
二
（
勺
凶
Φ
＃
o
ω
o
α
Φ
＝
三
）
に
提
示
す
る
こ
と
に
よ
り
、
遂
に
こ
の
石
塊
を
入
手
す
る
こ
と
に
成
功
す
る
の
で
あ
る
。
　
オ
ペ
ラ
・
デ
ル
・
ド
ゥ
オ
ー
モ
が
、
正
式
な
像
制
作
の
委
嘱
を
ミ
ケ
ラ
ン
ジ
ェ
ロ
に
決
定
し
た
日
付
は
、
定
か
で
な
い
。
一
五
〇
一
年
七
月
二
日
の
記
載
に
拠
れ
ば
、
当
時
既
に
《
ダ
ヴ
ィ
デ
》
と
呼
ば
れ
（
＜
o
o
簿
o
U
陣
く
一
叶
）
、
ド
ゥ
オ
ー
モ
の
作
業
所
に
横
倒
し
に
な
っ
て
い
た
巨
像
を
起
こ
し
、
像
の
完
成
が
可
能
で
あ
る
か
否
か
を
、
然
る
べ
き
マ
ス
タ
i
達
に
検
分
さ
せ
る
こ
と
を
決
定
し
た
と
あ
る
（
2
0
）
。
但
し
こ
の
大
理
石
の
検
分
に
、
ミ
ケ
ラ
ン
ジ
ェ
ロ
が
立
ち
会
っ
た
か
否
か
は
不
明
で
あ
る
。
　
一
五
〇
一
年
八
月
十
六
日
、
ア
ル
テ
・
デ
ル
ラ
・
ラ
ー
ナ
（
㌧
r
「
け
①
ユ
Φ
一
一
P
一
曽
昌
”
）
の
美
術
鑑
査
員
及
び
オ
ペ
ラ
イ
と
、
ミ
ケ
ラ
ン
ジ
ェ
ロ
と
の
間
に
、
《
ダ
ヴ
ィ
デ
》
の
契
約
が
結
ば
れ
て
い
る
（
2
1
）
。
ド
ゥ
オ
ー
モ
の
作
業
所
内
に
置
か
れ
た
、
高
さ
九
ブ
ラ
ヅ
チ
ャ
の
『
巨
像
と
呼
ば
れ
て
い
る
粗
彫
さ
れ
た
大
理
石
像
（
ρ
ロ
Φ
昌
α
簿
ヨ
『
o
ヨ
ぎ
Φ
∋
＜
0
8
什
o
O
茜
p
算
①
p
σ
o
N
讐
β
ヨ
）
』
を
完
成
す
る
こ
と
、
報
酬
は
月
六
フ
ロ
ー
リ
ン
、
制
作
期
間
は
九
月
一
日
よ
り
二
年
。
像
制
作
に
必
要
な
経
費
は
一
切
オ
ペ
ラ
イ
が
請
け
負
う
。
以
上
が
契
約
書
の
概
要
で
あ
る
。
ま
た
契
約
書
の
欄
外
に
は
、
ミ
ケ
ラ
ン
ジ
ェ
ロ
が
ノ
ミ
の
数
振
り
で
、
大
理
石
像
の
胸
部
に
あ
っ
た
昌
o
α
⊆
ヨ
を
削
り
落
と
し
（
盟
）
、
九
月
十
三
日
に
像
の
制
作
に
着
手
し
た
と
記
さ
れ
て
い
る
。
　
《
ダ
ヴ
ィ
デ
》
は
一
五
〇
二
年
二
月
末
ま
で
に
、
像
制
作
の
行
程
が
半
ば
に
達
し
（
お
）
、
二
年
後
の
一
五
〇
四
年
一
月
末
に
は
ほ
ぼ
完
成
に
至
っ
て
い
る
。
《
ダ
ヴ
ィ
デ
》
は
す
で
に
紹
介
し
た
通
り
、
注
文
当
初
は
、
ト
リ
ブ
ー
ナ
の
装
飾
計
画
の
一
貫
と
し
て
委
嘱
さ
れ
た
の
で
あ
る
が
、
像
制
作
の
途
中
に
何
ら
か
の
事
情
で
、
設
置
場
所
の
変
更
が
あ
っ
た
。
最
終
的
な
設
置
場
所
は
、
一
五
〇
四
年
一
月
二
五
日
に
開
か
れ
た
設
置
場
所
に
関
す
る
討
議
を
経
て
（
塞
）
、
パ
ラ
ッ
ツ
ォ
・
デ
ル
ラ
・
シ
ニ
ョ
！
リ
ア
の
正
面
入
口
、
向
か
っ
て
左
側
の
リ
ン
ギ
エ
ラ
（
「
ぎ
α
q
三
〇
轟
）
と
決
定
さ
れ
て
い
る
。
　
｝
　
高
さ
九
ブ
ラ
ヅ
チ
ャ
と
い
う
前
代
未
聞
の
巨
像
《
ダ
ヴ
ィ
デ
》
の
運
搬
及
び
設
置
は
、
当
時
の
フ
ィ
レ
ン
ツ
ェ
に
お
い
て
、
市
民
の
一
大
関
心
事
と
な
っ
た
。
フ
ィ
レ
ン
ツ
ェ
の
一
商
人
ル
カ
・
ラ
ソ
ド
ゥ
ッ
チ
（
い
二
8
い
9
コ
身
0
6
凶
）
の
日
記
に
よ
れ
ぽ
、
『
大
理
石
の
巨
像
（
σ
q
戯
き
8
島
ヨ
費
3
0
）
』
が
オ
ペ
ラ
・
デ
ル
・
ド
ゥ
オ
ー
モ
の
作
業
所
か
ら
ピ
ア
ヅ
ツ
ァ
・
デ
ル
ラ
・
シ
ニ
ョ
ー
リ
ア
（
℃
冨
自
騨
畠
o
＝
曽
ω
一
σ
Q
口
o
N
δ
）
へ
運
搬
さ
れ
る
際
、
首
謀
者
未
詳
の
妨
害
に
よ
る
《
ダ
ヴ
ィ
デ
》
へ
の
投
石
が
あ
っ
た
こ
と
、
四
十
人
以
上
の
人
夫
が
運
搬
作
業
に
関
わ
り
、
四
日
を
要
し
た
こ
と
（
錫
）
。
九
月
八
日
に
は
、
広
場
に
届
い
た
『
巨
像
（
①
一
σ
Q
一
σ
q
磐
8
）
』
は
台
座
へ
取
り
付
け
ら
れ
、
像
を
覆
っ
て
い
た
全
て
の
覆
い
が
取
り
払
わ
れ
た
こ
と
等
が
記
さ
れ
て
い
る
（
％
）
。
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（
三
）
　
ミ
ケ
ラ
ン
ジ
ェ
ロ
と
巨
像
　
さ
て
、
ミ
ケ
ラ
ソ
ジ
ェ
ロ
は
《
ダ
ヴ
ィ
デ
》
の
制
作
を
依
頼
さ
れ
て
か
ら
、
そ
の
た
め
の
準
備
デ
ッ
サ
ソ
と
し
て
、
《
ピ
o
離
く
お
コ
爵
》
（
図
3
）
を
描
い
て
い
る
。
中
央
や
や
上
寄
り
に
大
理
石
に
よ
る
《
ダ
ヴ
ィ
デ
》
の
右
腕
が
描
か
れ
、
そ
の
左
、
ゴ
リ
ア
ー
テ
の
頭
部
に
右
足
を
の
せ
て
立
つ
人
物
は
、
一
五
〇
二
年
八
月
一
二
日
に
契
約
さ
れ
た
ブ
ロ
ン
ズ
に
よ
る
《
ダ
ヴ
ィ
デ
》
の
た
め
の
習
作
で
あ
る
と
い
う
の
が
、
大
方
の
研
究
者
の
意
見
で
あ
る
（
刀
）
。
さ
ら
に
、
紙
面
右
寄
り
に
は
　
、
．
∪
曽
≦
0
8
0
げ
o
＝
㊤
h
「
o
日
げ
p
⑦
凶
0
6
ゴ
o
＝
母
0
7
P
ζ
凶
o
げ
Φ
冨
口
σ
q
巳
9
0
．
、
な
る
記
入
（
図
4
）
、
さ
ら
に
そ
の
下
に
、
、
園
o
o
8
冨
＝
㊤
o
ゴ
2
0
⇒
づ
国
曾
く
Φ
a
：
：
：
、
、
と
い
う
、
ミ
ケ
ラ
ン
ジ
ェ
ロ
に
よ
る
記
入
が
見
え
る
。
記
入
の
年
代
は
、
上
記
二
点
の
デ
ッ
サ
ソ
の
描
か
れ
た
年
代
に
ほ
ぼ
一
致
し
、
一
五
〇
一
年
か
ら
同
二
年
、
即
ち
ミ
ケ
ラ
ソ
ジ
ェ
ロ
が
ま
さ
に
《
ダ
ヴ
ィ
デ
》
の
制
作
を
進
め
つ
つ
あ
っ
た
時
期
に
あ
た
る
。
な
お
前
記
の
記
入
に
つ
い
て
は
、
、
ミ
ケ
ラ
ソ
ジ
ェ
ロ
の
最
初
の
詩
集
が
上
梓
さ
れ
て
以
来
（
2
8
）
、
　
「
p
零
ぎ
」
の
解
釈
を
中
心
に
、
様
々
な
註
釈
が
提
出
さ
れ
て
き
た
。
詳
し
く
は
こ
こ
に
記
さ
な
い
が
、
「
母
畠
o
」
と
は
大
理
石
を
掘
削
す
る
た
め
の
弓
形
の
道
具
と
解
さ
れ
、
　
『
ダ
ヴ
ィ
デ
は
投
石
器
を
武
器
に
、
巨
人
ゴ
リ
ア
ー
テ
と
戦
い
、
私
ミ
ケ
ラ
ソ
ジ
ェ
ロ
は
ア
ル
コ
を
手
に
、
巨
人
に
挑
む
』
と
の
シ
ー
モ
ア
の
解
釈
が
今
日
広
く
支
持
さ
れ
て
い
る
。
先
き
の
寸
句
を
記
し
た
当
時
、
ミ
ケ
ラ
ソ
ジ
ェ
ロ
は
ま
さ
に
ア
ル
コ
を
手
に
、
巨
大
な
大
理
石
を
前
に
し
て
お
り
、
投
石
器
を
武
器
に
巨
人
ゴ
リ
ア
ー
テ
に
立
ち
向
か
う
ダ
ヴ
ィ
デ
に
、
自
身
の
姿
を
重
ね
合
わ
せ
て
い
た
こ
と
は
想
像
に
難
く
な
い
（
2
9
）
。
、
ミ
ケ
ラ
ン
ジ
ェ
ロ
の
場
合
、
デ
ッ
サ
ン
を
描
い
た
紙
面
そ
の
も
の
に
、
折
々
の
思
い
を
書
き
込
ん
だ
り
、
ソ
ネ
ヅ
ト
を
記
し
た
り
す
る
こ
と
も
稀
な
こ
と
で
は
8
な
か
っ
た
。
但
し
そ
の
書
込
み
に
ζ
一
〇
7
Φ
鼠
σ
q
巳
9
0
と
い
う
署
名
を
添
え
る
ケ
ー
ス
は
、
こ
の
デ
ヅ
サ
ソ
を
除
い
て
他
に
例
を
見
な
い
。
こ
の
デ
ッ
サ
ソ
に
あ
え
て
自
身
の
名
を
書
き
込
ん
だ
と
こ
ろ
に
、
巨
像
制
作
に
挑
む
ミ
ケ
ラ
ン
ジ
ェ
ロ
の
、
た
だ
な
ら
ぬ
意
気
込
み
を
見
る
こ
と
が
出
来
る
と
思
う
。
　
《
ダ
ヴ
ィ
デ
》
の
委
嘱
以
前
に
、
ミ
ケ
ラ
ソ
ジ
ェ
ロ
は
自
ら
の
支
払
い
で
大
き
な
大
理
石
を
購
入
し
、
《
ヘ
ラ
ク
レ
ス
》
を
制
作
し
て
い
る
。
こ
の
作
品
は
十
八
世
紀
初
め
フ
ラ
ソ
ス
で
行
方
を
絶
っ
て
い
る
。
こ
の
巨
像
は
、
高
さ
四
ブ
ラ
ッ
チ
ャ
で
あ
っ
た
こ
と
が
、
コ
ン
デ
ィ
ヴ
ィ
（
3
0
）
及
び
ヴ
ァ
ザ
ー
リ
（
肌
）
の
記
述
か
ら
分
か
る
。
ミ
ケ
ラ
ン
ジ
ェ
ロ
以
前
、
フ
ィ
レ
ン
ツ
ェ
に
お
い
て
、
サ
イ
ズ
の
大
き
な
大
理
石
像
を
制
作
し
た
彫
刻
家
は
稀
で
あ
る
。
し
か
し
そ
の
中
に
あ
っ
て
ド
ナ
テ
ル
ロ
は
、
サ
イ
ズ
の
大
き
な
彫
像
を
か
な
り
制
作
し
て
い
る
。
そ
の
ド
ナ
テ
ル
ロ
が
完
成
し
た
大
理
石
像
の
う
ち
、
最
も
巨
大
な
像
は
《
サ
ン
・
マ
ル
コ
》
で
あ
り
、
高
さ
約
四
ブ
ラ
ッ
チ
ャ
弱
。
像
高
に
着
目
す
れ
ば
、
ミ
ケ
ラ
ン
ジ
ェ
ロ
が
制
作
し
た
《
ヘ
ラ
ク
レ
ス
》
は
、
ド
ナ
テ
ル
ロ
の
最
大
の
大
理
石
像
を
超
、
兄
る
巨
大
な
像
で
あ
っ
た
こ
と
に
な
る
。
　
ま
た
、
《
ダ
ヴ
ィ
デ
》
制
作
後
の
ミ
ケ
ラ
ソ
ジ
ェ
ロ
の
創
作
活
動
あ
る
い
は
作
品
を
概
観
す
る
と
、
彼
は
サ
イ
ズ
の
大
き
な
作
品
を
制
作
す
る
こ
と
に
、
こ
と
の
外
情
熱
を
示
し
た
様
子
に
見
え
る
。
《
ダ
ヴ
ィ
デ
》
完
成
後
の
一
五
〇
五
年
、
コ
ソ
デ
ィ
ヴ
ィ
の
伝
・
兄
る
と
こ
ろ
で
は
、
ミ
ケ
ラ
ソ
ジ
ェ
ロ
は
カ
ラ
ー
ラ
の
採
石
場
で
、
岩
山
に
ノ
ミ
を
入
れ
る
こ
と
に
よ
り
、
　
『
遠
く
の
航
海
者
か
ら
見
え
る
巨
像
（
＝
昌
0
9
0
ω
ω
o
）
』
を
制
作
す
る
こ
と
を
願
っ
て
い
た
と
い
う
（
3
2
）
。
そ
の
カ
ラ
ー
ラ
で
ミ
ケ
ラ
ソ
ジ
ェ
戸
は
、
ユ
リ
ウ
ス
ニ
世
墓
廟
の
制
作
の
た
め
に
大
理
石
を
採
掘
し
た
の
で
あ
っ
た
。
ユ
リ
ウ
ス
ニ
世
墓
廟
の
た
め
の
一
五
〇
五
年
に
計
画
さ
れ
た
第
一
案
で
は
、
墓
廟
は
一
ニ
ブ
ラ
ヅ
チ
ャ
に
一
八
ブ
ラ
ッ
チ
ャ
の
長
方
形
を
底
面
に
、
数
層
に
分
け
ら
れ
た
構
造
で
あ
り
、
各
層
に
設
置
さ
れ
る
彫
像
の
数
は
計
四
十
体
を
超
え
て
い
た
。
ま
た
下
か
ら
二
層
目
に
は
『
四
体
の
巨
像
（
ω
富
ε
①
σ
q
鑓
ロ
巳
）
が
あ
っ
た
』
と
は
（
3
3
）
、
コ
ン
デ
ィ
ヴ
ィ
の
伝
え
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
現
在
ロ
ー
マ
の
サ
ン
・
ピ
エ
ト
ロ
・
イ
ン
・
ヴ
ィ
ン
コ
リ
（
ω
き
勺
δ
答
o
貯
≦
昌
8
ε
内
に
あ
る
ユ
リ
ウ
ス
ニ
世
墓
廟
の
一
層
目
に
置
か
れ
て
い
る
《
モ
ー
ゼ
》
（
図
5
）
は
、
一
五
二
二
年
の
第
二
案
に
基
づ
い
て
制
作
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
が
、
そ
れ
は
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座
像
で
あ
り
な
が
ら
高
さ
ニ
メ
1
ト
ル
三
五
セ
ソ
チ
に
及
ぶ
巨
像
で
あ
る
。
こ
の
《
モ
ー
ゼ
》
に
見
る
大
型
彫
像
を
含
め
て
、
四
十
体
以
上
の
彫
像
を
設
置
す
る
墓
廟
を
制
作
す
る
と
い
う
遠
大
な
計
画
を
立
て
た
の
は
、
他
な
ら
ぬ
、
・
・
ケ
ラ
ソ
ジ
ェ
ロ
そ
の
人
で
あ
っ
た
。
　
ユ
リ
ウ
ス
ニ
世
墓
廟
着
手
後
、
即
ち
一
五
〇
六
年
、
ミ
ケ
ラ
ン
ジ
ェ
ロ
は
、
《
ユ
リ
ウ
ス
ニ
世
の
ブ
ロ
ン
ズ
像
》
を
制
作
し
て
い
る
。
像
は
一
五
〇
八
年
二
月
に
完
成
し
、
ボ
ロ
ー
ニ
ャ
の
サ
ソ
・
ペ
ト
ロ
ニ
ォ
（
ω
き
勺
①
＃
o
巳
o
）
の
フ
ァ
ッ
チ
ア
ー
タ
（
富
o
o
鼠
鼠
）
に
設
置
さ
れ
た
が
、
像
の
大
き
さ
は
コ
ン
デ
ィ
ヴ
ィ
に
拠
れ
ぽ
『
等
身
大
の
三
倍
以
上
』
（
鍛
）
、
　
ヴ
ァ
ザ
ー
リ
に
拠
れ
ぽ
『
高
さ
五
ブ
ラ
ノ
チ
ャ
』
（
3
5
）
と
伝
え
ら
れ
る
。
い
ず
れ
に
せ
よ
一
五
〇
〇
年
代
初
頭
に
制
作
さ
れ
た
座
像
と
し
て
は
、
破
格
の
大
き
さ
で
あ
っ
た
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。
　
一
五
〇
八
年
に
は
、
フ
ィ
レ
ソ
ツ
ェ
の
市
政
長
官
ピ
エ
ト
ロ
・
ソ
デ
リ
ー
二
よ
り
ミ
ケ
ラ
ン
ジ
ェ
ロ
に
、
ピ
ア
ッ
ツ
ァ
．
デ
ル
ラ
．
シ
ニ
ョ
ー
リ
ア
に
設
置
す
る
た
め
の
、
《
ダ
ヴ
ィ
デ
》
と
対
を
な
す
高
さ
五
メ
ー
ト
ル
の
群
像
の
注
文
が
な
さ
れ
て
い
る
（
3
6
）
。
し
か
し
こ
の
計
画
は
、
ミ
ケ
ラ
ン
ジ
ェ
ロ
が
ユ
リ
ウ
ス
ニ
世
に
よ
り
ロ
ー
マ
へ
召
喚
さ
れ
た
た
め
に
、
一
時
中
断
さ
れ
る
。
一
五
二
五
年
上
記
群
像
の
た
め
の
高
さ
八
と
二
分
の
一
ブ
ラ
ッ
チ
ャ
と
い
う
類
稀
な
大
き
さ
の
大
理
石
が
、
フ
ィ
レ
ソ
ツ
ェ
に
運
ぽ
れ
る
（
訂
）
。
、
、
・
ケ
ラ
ン
ジ
ェ
目
は
そ
の
大
理
石
よ
り
《
ヘ
ラ
ク
レ
ス
と
ア
ン
タ
イ
オ
ス
》
を
制
作
し
、
フ
ィ
レ
ソ
ツ
ェ
市
へ
寄
贈
す
る
旨
を
申
し
出
て
い
る
。
こ
の
計
画
は
、
諸
般
の
事
情
か
ら
、
教
皇
の
許
可
が
得
ら
れ
ず
、
大
理
石
は
最
終
的
に
バ
ヅ
チ
オ
・
バ
ソ
デ
ィ
ネ
ル
リ
（
ゆ
零
o
δ
b
d
雪
α
ぎ
①
≡
”
＝
。
。
。
。
＼
㊤
ω
山
㎝
①
O
）
の
手
に
渡
っ
て
い
る
。
　
《
ダ
ヴ
ィ
デ
》
に
匹
敵
す
る
サ
イ
ズ
の
像
を
制
作
す
る
機
会
は
、
こ
れ
以
降
ミ
ケ
ラ
ン
ジ
ェ
ロ
に
訪
れ
る
こ
と
は
な
か
っ
た
が
、
、
・
・
ケ
ラ
ソ
ジ
ェ
ロ
が
我
々
に
残
し
た
約
四
十
点
の
彫
刻
作
品
中
、
奴
隷
像
（
図
6
）
・
《
ヴ
ィ
ッ
ト
リ
ア
》
を
含
む
約
二
十
五
点
が
、
ニ
メ
ー
ト
ル
前
後
あ
る
い
は
ニ
メ
ー
ト
ル
五
十
セ
ソ
チ
を
超
え
る
像
で
あ
る
こ
と
は
、
ミ
ケ
ラ
ン
ジ
ェ
ロ
が
如
何
に
サ
イ
ズ
の
大
き
な
作
品
を
多
数
制
作
し
て
い
る
か
を
、
物
語
る
に
十
分
で
あ
る
。
　
巨
大
な
作
品
を
制
作
す
る
こ
と
へ
の
情
熱
は
、
ミ
ケ
ラ
ソ
ジ
ェ
ロ
に
お
い
て
彫
刻
に
限
ら
な
い
（
鵠
）
。
ミ
ケ
ラ
ソ
ジ
ェ
ロ
は
絵
画
作
品
に
10
お
い
て
も
以
下
に
見
る
よ
う
に
、
巨
大
な
作
品
を
制
作
し
て
い
る
。
一
五
〇
三
年
、
フ
ィ
レ
ソ
ツ
ェ
政
庁
は
パ
ラ
ッ
ツ
ォ
・
デ
ル
ラ
・
シ
ニ
ョ
ー
リ
ア
（
℃
巴
震
N
O
山
Φ
＝
9
ω
凶
α
Q
コ
〇
二
9
）
の
評
議
会
室
（
ω
巴
9
山
o
一
Ω
欝
昌
O
o
コ
ω
一
σ
q
＝
○
）
の
壁
面
を
、
フ
ィ
レ
ン
ツ
ェ
軍
の
、
、
ミ
ラ
ノ
軍
及
び
ピ
サ
軍
に
対
す
る
勝
利
を
記
念
す
る
フ
レ
ス
コ
画
で
装
飾
す
る
こ
と
を
決
定
す
る
。
評
議
会
室
の
壁
面
は
一
五
〇
三
年
当
時
、
ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア
の
総
督
邸
大
評
議
会
室
の
そ
れ
に
次
ぐ
大
き
さ
で
あ
り
（
3
9
）
、
　
ミ
ケ
ラ
ン
ジ
ェ
ロ
が
制
作
を
請
け
負
っ
た
壁
面
は
、
そ
の
巨
大
な
壁
面
の
約
半
分
、
凡
そ
七
メ
ー
ト
ル
に
七
・
五
メ
ー
ト
ル
で
あ
っ
た
。
ミ
ケ
ラ
ソ
ジ
ェ
ロ
が
政
府
よ
り
依
頼
さ
れ
た
主
題
は
《
カ
ッ
シ
ー
ナ
の
戦
い
》
で
あ
り
、
そ
の
た
め
の
カ
ル
ト
ー
ネ
は
準
備
さ
れ
た
も
の
の
、
フ
レ
ス
コ
画
は
ミ
ケ
ラ
ン
ジ
ェ
ロ
の
ロ
ー
マ
出
立
に
よ
り
、
完
成
に
至
っ
て
い
な
い
。
上
記
の
カ
ル
ト
ー
ネ
は
十
六
世
紀
初
頭
に
紛
失
し
た
た
め
に
、
《
カ
ッ
シ
ー
ナ
の
戦
い
》
の
全
体
の
構
成
を
把
握
す
る
こ
と
は
困
難
で
あ
る
が
、
カ
ル
ト
ー
ネ
の
一
部
の
コ
ピ
ー
で
あ
る
と
さ
れ
る
ア
リ
ス
ト
テ
ィ
ー
レ
・
ダ
・
サ
ン
ガ
ル
ロ
　
（
〉
二
ω
8
仲
一
一
Φ
匿
ω
簿
コ
σ
q
巴
一
〇
）
に
よ
る
グ
リ
ザ
イ
ユ
は
、
ミ
ケ
ラ
ン
ジ
ェ
ロ
が
等
身
大
以
上
の
裸
体
の
人
物
を
、
フ
レ
ス
コ
画
に
多
数
描
き
込
む
意
図
を
示
す
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
　
シ
ス
テ
ィ
ー
ナ
礼
拝
堂
天
井
画
の
制
作
は
、
一
五
〇
八
年
ユ
リ
ウ
ス
ニ
世
に
よ
リ
ミ
ケ
ラ
ン
ジ
ェ
ロ
に
委
嘱
さ
れ
て
い
る
。
委
嘱
当
初
教
皇
か
ら
指
示
さ
れ
た
計
画
で
は
、
長
さ
約
四
十
メ
ー
ト
ル
幅
約
十
三
メ
ー
ト
ル
に
及
ぶ
天
井
部
分
の
、
ヴ
ォ
ー
ル
ト
（
＜
鋤
巳
け
）
に
は
伝
統
的
な
幾
何
学
文
様
が
、
ま
た
ル
ネ
ッ
タ
（
ピ
昌
①
叶
β
）
に
は
十
二
使
徒
が
描
か
れ
る
予
定
で
あ
っ
た
（
4
0
）
。
し
か
し
こ
の
計
画
に
基
づ
く
準
備
デ
ッ
サ
ン
を
繰
り
返
す
う
ち
、
ミ
ケ
ラ
ソ
ジ
ェ
ロ
は
こ
の
計
画
を
貧
弱
な
も
の
で
あ
る
と
教
皇
に
表
明
す
る
（
4
1
）
。
そ
れ
を
受
け
た
教
皇
は
ス
パ
ン
ド
レ
ル
（
ω
B
巳
「
2
）
と
ヴ
ェ
ー
ラ
（
〈
①
冨
）
を
含
む
天
井
部
分
と
、
歴
代
教
皇
が
描
か
れ
た
側
壁
の
上
の
ル
ネ
ッ
タ
を
加
、
兄
た
広
大
な
領
域
を
、
フ
レ
ス
コ
画
で
装
飾
す
る
こ
と
に
、
当
初
の
計
画
を
変
更
す
る
。
こ
の
天
井
画
の
人
物
は
、
下
か
ら
見
上
げ
ら
れ
る
こ
と
も
考
慮
し
て
描
か
れ
て
い
る
た
め
に
、
い
ず
れ
も
等
身
大
を
超
え
る
サ
イ
ズ
で
あ
り
、
と
り
わ
け
ル
ネ
ッ
タ
に
描
か
れ
た
預
言
者
．
巫
女
達
（
図
7
）
は
、
座
し
た
ポ
ー
ズ
で
凡
そ
ニ
メ
1
ト
ル
五
十
セ
ソ
チ
の
サ
イ
ズ
で
あ
り
、
ま
さ
に
巨
人
と
呼
ぶ
に
相
応
し
い
。
・
天
井
画
完
成
か
ら
約
二
十
年
後
に
着
手
さ
れ
た
同
じ
礼
拝
堂
の
正
面
壁
画
で
は
、
人
物
は
天
井
画
と
ほ
ぼ
同
じ
サ
イ
ズ
で
あ
り
、
そ
こ
に
は
天
井
画
に
は
見
ら
れ
な
い
重
量
感
が
新
た
に
加
わ
っ
て
い
る
。
即
ち
、
最
後
の
審
判
を
下
す
イ
エ
ス
（
図
8
）
の
高
さ
は
約
三
メ
ー
ト
ル
、
高
さ
に
お
い
て
は
《
ダ
ヴ
ィ
デ
》
に
及
ぽ
な
い
も
の
の
、
そ
の
重
量
感
故
に
《
ダ
ヴ
ィ
デ
》
に
勝
る
と
も
劣
ら
な
い
巨
大
な
人
物
像
と
な
っ
て
い
る
。
　
上
記
の
考
察
か
ら
、
ミ
ケ
ラ
ソ
ジ
ェ
ロ
が
巨
大
な
作
品
に
憧
れ
、
そ
れ
を
構
想
し
、
か
つ
そ
の
制
作
を
注
文
主
に
も
進
言
し
、
ま
た
そ
の
作
品
の
制
作
に
あ
た
っ
て
は
、
巨
大
な
彫
像
・
画
像
に
果
敢
に
取
り
組
ん
で
い
る
様
子
を
窺
う
こ
と
が
出
来
る
。
　
建
造
物
、
あ
る
い
は
そ
の
内
部
空
間
の
広
さ
、
ま
た
依
頼
者
（
バ
ト
ロ
ソ
）
の
野
望
あ
る
い
は
政
治
的
な
意
図
も
さ
る
こ
と
な
が
ら
、
ミ
ケ
ラ
ソ
ジ
ェ
ロ
の
「
巨
大
な
る
も
の
へ
願
望
」
と
、
そ
れ
を
実
現
す
る
意
志
と
力
量
が
あ
っ
て
こ
そ
、
上
記
の
巨
像
及
び
巨
大
な
画
像
は
成
立
し
た
と
考
え
る
。
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結
　
ミ
ケ
ラ
ソ
ジ
ェ
ロ
の
《
ダ
ヴ
ィ
デ
》
は
、
た
だ
一
片
の
大
理
石
塊
か
ら
彫
り
だ
さ
れ
た
古
代
以
来
始
め
て
の
巨
像
で
あ
る
。
こ
の
巨
像
成
立
の
背
景
に
は
、
サ
ン
タ
・
マ
リ
ア
・
デ
ル
・
フ
ィ
オ
ー
レ
の
ト
リ
プ
ー
ナ
の
装
飾
計
画
が
あ
っ
た
。
こ
の
計
画
に
お
い
て
、
オ
ペ
ラ
・
デ
ル
・
ド
ゥ
オ
ー
モ
は
、
サ
ソ
タ
・
マ
リ
ア
・
デ
ル
・
フ
ィ
オ
ー
レ
の
規
模
に
相
応
し
い
サ
イ
ズ
の
彫
像
、
即
ち
巨
像
の
制
作
を
希
望
し
て
い
る
が
、
一
体
目
及
び
二
体
目
に
制
作
さ
れ
た
大
理
石
の
彫
縁
は
そ
の
期
待
に
応
え
て
い
な
い
。
三
体
目
及
び
五
体
目
に
制
作
さ
れ
た
彫
像
は
、
大
理
石
に
比
較
す
る
と
細
工
が
容
易
な
テ
ラ
コ
ッ
タ
に
よ
っ
て
作
ら
れ
て
い
た
た
め
に
、
十
分
な
サ
イ
ズ
で
は
あ
っ
た
が
、
耐
久
性
に
欠
け
て
い
た
。
大
理
石
に
よ
る
巨
像
が
上
記
計
画
に
適
し
て
い
た
こ
と
は
事
実
で
あ
る
。
ア
ゴ
ス
テ
ィ
ー
ノ
．
デ
ィ
・
ド
ゥ
ッ
チ
オ
及
び
ア
ン
ト
ニ
オ
・
ロ
ッ
セ
リ
ー
ノ
に
は
、
そ
の
力
量
が
欠
け
て
い
た
。
《
ダ
ヴ
ィ
デ
》
は
、
一
方
で
は
大
理
石
に
よ
る
巨
像
制
作
を
再
度
試
み
よ
う
と
す
る
オ
ペ
ラ
・
デ
ル
・
ド
ゥ
オ
ー
モ
の
願
望
と
、
他
方
巨
大
な
作
品
に
憧
れ
、
そ
の
制
作
に
果
敢
に
立
ち
向
か
っ
た
ミ
ケ
ラ
ソ
ジ
ェ
ロ
の
意
志
と
技
術
の
、
完
全
な
一
致
の
上
に
成
立
し
た
の
で
あ
る
。
12
　
最
後
に
、
こ
の
《
ダ
ヴ
ィ
デ
》
は
、
ミ
ケ
ラ
ソ
ジ
ェ
ロ
の
《
ダ
ヴ
ィ
デ
》
以
降
の
巨
像
制
作
の
発
端
と
な
っ
た
ば
か
り
で
な
く
、
そ
の
右
手
首
の
大
き
な
振
じ
れ
が
、
後
に
ミ
ケ
ラ
ン
ジ
ェ
ロ
が
発
展
さ
せ
る
こ
と
に
な
る
、
フ
ィ
グ
ー
ラ
・
セ
ル
ペ
ン
テ
ィ
ナ
ー
タ
（
ゆ
σ
q
⊆
建
の
①
弓
①
耳
ぎ
母
曽
）
を
予
告
し
て
い
る
と
言
う
意
味
に
お
い
て
も
、
ミ
ケ
ラ
ン
ジ
ェ
ロ
の
作
品
中
重
要
な
位
置
を
占
め
る
こ
と
を
、
指
摘
し
て
お
き
た
い
。
そ
れ
に
つ
い
て
は
、
別
の
論
孜
が
準
備
さ
れ
る
。
註
（
1
）
　
、
．
、
ケ
ラ
ン
ジ
ェ
ロ
の
《
ダ
ヴ
ィ
デ
》
に
関
す
る
資
料
を
収
録
し
て
い
る
文
献
と
し
て
、
　
G
o
①
団
ヨ
o
ロ
さ
　
O
ず
程
一
①
ω
噛
旨
「
ニ
ミ
圃
罫
ミ
§
偽
ミ
o
、
。
。
　
　
　
象
ミ
9
》
⑦
§
、
審
誉
、
ミ
§
畿
§
勺
［
雰
ω
げ
霞
讐
q
層
勺
二
一
⑩
O
N
　
が
あ
る
。
本
論
執
筆
に
際
し
、
筆
者
は
上
記
の
書
物
に
加
え
て
、
下
記
　
　
　
資
料
を
併
せ
使
用
し
た
。
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O
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Φ
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β
〇
　
二
①
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O
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N
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α
O
一
一
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〇
三
〇
ω
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O
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〇
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⊃
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ゆ
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〇
　
　
　
　
ユ
9
一
一
．
①
H
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ず
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①
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O
喝
O
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四
唱
し
u
①
二
一
コ
O
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〇
二
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α
q
＜
O
＝
し
ご
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ニ
コ
O
O
p
⊃
ω
ω
一
嘱
①
5
　
一
㊤
O
P
　
　
　
な
お
ル
ネ
サ
ン
ス
の
巨
像
に
関
す
る
文
献
は
、
筆
者
の
知
る
限
り
、
左
記
の
も
の
に
限
ら
れ
る
。
　
　
　
し
0
9
ω
O
F
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α
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P
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コ
゜
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右
記
文
献
で
は
、
主
と
し
て
ル
ネ
サ
ソ
ス
に
お
け
る
巨
像
の
歴
史
的
変
遷
及
び
そ
の
成
立
の
背
景
に
対
す
る
考
察
が
行
わ
れ
て
い
る
。
本
稿
は
右
　
　
　
記
文
献
を
踏
ま
え
つ
つ
、
ミ
ケ
ラ
ン
ジ
ェ
ロ
の
《
ダ
ヴ
ィ
デ
》
に
焦
点
を
絞
り
、
そ
の
成
立
に
つ
い
て
考
察
し
た
も
の
で
あ
る
。
（
2
）
　
　
勺
O
ぴ
q
α
q
一
・
凶
ぴ
一
α
’
　
昌
゜
　
心
O
切
゜
　
　
　
員
．
∪
①
＝
ぴ
O
「
9
〈
①
「
鐸
昌
け
　
ρ
ロ
O
α
　
訪
P
叶
　
⊆
昌
餌
ヨ
　
　
節
σ
q
ロ
「
9
ヨ
　
　
コ
○
目
一
う
一
ω
　
＜
ω
餌
一
①
　
℃
「
O
h
Φ
梓
P
　
　
ヨ
P
「
∋
凶
り
　
一
〇
昌
ぴ
q
詳
口
虹
回
昌
一
ω
　
び
機
鋤
6
『
一
〇
「
犀
ヨ
　
　
叶
ユ
直
ヨ
　
　
　
O
叶
ρ
ロ
餌
け
「
一
¢
鵠
一
口
o
o
噂
ヨ
9
ゆ
自
〉
コ
陣
O
コ
一
一
じ
u
餌
昌
6
ず
一
①
δ
匂
O
げ
9
⇒
昌
一
の
O
一
口
ω
訪
＝
剛
：
°
讐
．
　
　
　
本
稿
で
は
紙
面
の
都
合
に
よ
り
、
全
文
を
掲
載
す
る
こ
と
は
差
し
控
え
た
。
原
文
に
つ
い
て
は
ポ
ッ
ジ
ま
た
は
フ
ラ
イ
の
資
料
集
を
参
照
さ
れ
た
　
　
　
い
。
（
3
）
勺
。
σ
q
α
q
凶
」
三
ρ
P
心
0
9
　
　
　
　
　
晒
、
：
°
℃
「
O
　
α
一
〇
け
9
　
0
0
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一
〇
臨
鋤
　
①
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コ
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餌
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O
　
ω
O
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h
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O
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ロ
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9
ヨ
　
訪
ゆ
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ロ
「
帥
ヨ
　
O
O
　
鐸
昌
O
　
O
ロ
O
鳥
①
O
一
旨
日
　
O
「
O
噛
①
二
ω
　
鋤
α
　
ず
O
P
O
「
①
∋
　
一
）
①
＜
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α
　
　
　
”
「
、
O
h
O
け
①
噛
：
°
召
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勺
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σ
q
㎞
四
一
順
圃
σ
一
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冨
゜
　
心
O
刈
’
℃
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α
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α
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一
鴇
一
σ
一
匹
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昌
゜
剃
一
ら
Q
°
勺
O
ゆ
q
σ
q
剛
畢
［
げ
凶
α
゜
　
コ
ω
゜
　
蔭
一
心
－
駆
一
①
゜
勺
O
舳
四
舳
四
消
　
凶
σ
一
α
゜
　
コ
゜
　
戯
b
の
O
．
ω
①
鴇
∋
O
口
「
°
一
げ
繭
山
ニ
　
ロ
゜
　
h
o
り
゜
℃
O
σ
q
α
q
凶
噛
一
げ
一
甑
゜
　
昌
．
　
戯
一
刈
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“
．
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：
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一
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O
ヨ
p
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㎎
コ
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ω
Φ
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一
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津
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①
ω
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①
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①
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帥
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9
コ
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仲
O
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①
ロ
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9
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＝
°
遷
勺
O
ゆ
q
窃
q
剛
噸
一
ぴ
剛
α
゜
　
昌
’
　
心
b
o
ω
゜
の
．
°
＝
づ
①
吋
　
℃
「
二
〇
〈
9
　
①
　
ヨ
O
ω
け
同
鋤
　
O
O
一
一
①
　
訪
ゆ
q
口
「
O
ゆ
q
「
固
コ
α
一
〇
ず
①
　
ω
り
餌
ロ
ロ
O
　
帥
　
h
笛
「
Φ
凶
づ
　
ω
口
　
o
q
一
一
ω
口
「
O
昌
凶
O
一
の
9
⊃
昌
仲
帥
竃
帥
『
M
9
匹
①
一
　
腎
一
〇
「
①
矯
．
：
、
、
勺
O
咀
σ
q
一
燭
闘
σ
一
α
’
　
コ
゜
　
心
ω
刈
゜
ぐ
く
①
一
コ
σ
O
「
σ
q
①
5
　
リ
』
p
⊃
「
鉱
冨
噂
　
ミ
6
隷
鴨
N
織
蕊
晦
帖
N
O
　
、
壽
恥
　
⑦
ら
ミ
、
㌧
、
O
、
℃
　
い
O
づ
畠
O
昌
噌
　
力
〇
二
二
Φ
α
α
q
O
　
9
口
自
　
区
O
α
q
四
コ
　
勺
”
ロ
一
唱
　
一
㊤
0
刈
り
　
く
O
一
゜
一
．
　
℃
°
刈
¢
・
勺
O
翰
ゆ
q
ご
　
一
σ
一
Ω
’
　
コ
゜
　
心
心
一
幽
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（
1
4
）
で
。
σ
q
σ
q
ご
彦
9
昌
゜
置
9
（
1
5
Y
勺
。
σ
q
α
q
計
凶
三
α
゜
戸
置
9
（
1
6
）
　
ト
ル
ナ
イ
は
両
者
と
も
一
度
は
バ
ッ
ト
レ
ス
に
設
置
さ
れ
た
と
指
摘
し
て
い
る
。
　
　
　
　
　
日
。
言
拶
ざ
9
壁
窃
量
ミ
慧
鳴
馬
§
題
、
p
押
↓
譜
団
§
き
ミ
ミ
§
鳴
馬
§
恥
§
”
即
ぎ
8
仲
8
⊂
即
お
心
㎝
噛
噂
」
朝
ド
　
　
　
　
　
但
し
、
資
料
に
は
．
．
：
』
σ
q
ξ
p
凛
o
け
8
0
0
ω
詳
⇔
p
μ
o
ξ
o
一
9
ヨ
…
、
”
と
単
数
形
で
記
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
指
摘
し
て
お
き
た
い
。
（
唱
o
α
q
o
q
剛
噂
　
　
　
　
　
彦
α
゜
戸
凸
ω
）
　
　
　
　
　
　
　
’
（
1
7
）
＜
9
舞
二
9
。
愚
ρ
富
ミ
鳴
犠
偽
、
博
§
§
ミ
§
騎
ミ
ミ
斜
防
§
、
ミ
こ
ミ
。
ミ
ミ
ミ
軋
ミ
§
、
ミ
§
帖
§
ミ
§
o
こ
ま
。
。
噂
段
①
ω
け
。
り
　
　
　
㊤
6
鐸
旨
島
菊
。
ω
p
3
9
ゆ
①
欝
｝
閏
．
8
∋
ヨ
①
口
8
器
8
耳
①
b
。
口
茜
集
勺
8
す
b
ロ
母
。
8
9
距
「
。
嵩
p
。
。
雪
ω
。
9
お
O
ざ
く
。
一
も
℃
°
凱
ω
1
α
群
　
　
　
　
　
監
…
8
ヨ
゜
冠
6
°
8
β
9
°
毒
づ
≦
＝
餌
巳
器
＝
Φ
讐
。
巨
9
①
α
一
h
母
①
巷
9
°
三
①
舞
娼
｝
。
一
℃
巴
Φ
ロ
巴
p
§
。
簿
け
押
①
　
　
　
　
　
穿
冨
巨
。
。
冨
℃
興
σ
q
冨
巳
㊦
N
鋸
①
ヨ
帥
α
q
巳
h
悶
6
2
鑓
昌
8
臨
o
。
θ
①
ω
ω
①
g
ω
冨
話
法
§
o
q
o
q
§
。
昌
仏
℃
欝
σ
巴
9
匿
昌
．
　
　
　
　
　
凶
巳
器
三
効
o
℃
0
8
お
9
窃
q
一
．
8
a
巳
三
゜
、
、
（
1
8
）
孚
①
ざ
閑
巴
、
富
ミ
鴨
ミ
さ
q
ミ
§
簑
。
b
。
§
鳶
ミ
ミ
き
笥
ミ
§
§
9
。
ミ
。
§
恥
ミ
ミ
§
誇
6
§
ご
o
§
ミ
ミ
6
§
轟
曳
§
、
こ
　
　
　
§
3
切
①
集
p
＜
〇
二
山
σ
q
＜
o
コ
≦
蒙
①
巨
国
①
答
N
」
。
。
。
。
メ
゜
・
ω
゜
心
。
。
占
卜
。
°
（
1
9
）
b
U
鳶
。
。
9
圃
嘘
℃
8
冨
（
①
e
層
O
μ
。
薦
δ
＜
p
ω
壁
嘘
貯
ミ
亀
儀
帖
ミ
§
ミ
§
題
ご
蕊
ミ
ミ
ミ
§
軌
§
帖
§
＝
ま
O
§
＝
♂
。
。
℃
≦
冨
き
・
Z
9
℃
。
ジ
　
　
　
空
8
帥
a
〒
国
8
剛
霞
舞
お
O
ρ
く
o
r
押
薯
」
㌣
卜
。
ω
゜
　　
@
シ
ー
モ
ネ
・
ダ
・
フ
ィ
エ
ー
ゾ
レ
な
る
彫
射
家
は
当
時
の
フ
ィ
レ
ン
ツ
ェ
に
は
在
住
し
て
い
な
い
。
ヴ
ァ
ザ
ー
リ
が
ア
ゴ
ス
テ
ィ
ー
ノ
・
デ
ィ
・
　
　
　
ド
ゥ
ッ
チ
オ
と
シ
モ
ー
ネ
・
ダ
・
フ
ィ
エ
ー
ゾ
レ
を
取
り
違
え
た
と
一
般
に
指
摘
さ
れ
．
て
い
る
。
（
2
0
）
℃
。
α
q
σ
q
♂
巨
住
゜
P
念
。
。
冒
（
2
1
）
勺
£
o
q
剛
」
互
ρ
戸
心
お
゜
（
2
2
）
　
昌
o
α
ロ
ヨ
と
は
結
び
目
の
意
。
ア
ゴ
ス
テ
ィ
ー
ノ
が
着
手
し
た
像
の
衣
類
の
結
び
目
ま
た
は
大
理
石
を
彫
る
際
の
支
点
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。
　
　
　
b
σ
¢
ω
9
＝
げ
置
”
で
」
8
°
（
2
3
）
↓
o
ぎ
ミ
”
凶
玄
Ω
二
唱
゜
5
継
。
°
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（
2
4
）
O
避
①
」
玄
伽
゜
召
゜
ホ
¶
ま
⑲
゜
（
2
5
）
冨
巳
β
8
ご
ピ
ロ
8
℃
津
ミ
ご
、
ミ
§
§
。
層
§
、
ミ
8
額
＝
竃
軌
も
§
職
嚢
ミ
。
§
§
§
§
§
。
魯
。
自
こ
竃
N
陰
げ
σ
浮
p
。
8
ω
三
〇
9
凶
息
　
　
　
α
巴
9
0
。
ヨ
§
巴
①
島
ω
δ
轟
①
島
巴
四
竃
餌
窓
8
罠
弩
斜
8
臣
◎
目
。
冨
恩
。
巳
畠
8
α
8
0
0
巴
し
σ
巴
鐸
（
国
『
①
ロ
N
p
蕊
c
。
ω
）
　　
@
暑
β
ヨ
8
噂
年
雪
・
・
噛
。
。
ε
a
同
。
b
。
巨
。
・
藁
8
㊤
ら
・
・
。
①
。
。
°
（
2
6
）
訂
巳
9
9
凶
σ
帥
α
二
℃
』
コ
゜
（
2
7
）
　
例
え
ぽ
レ
パ
イ
ン
は
、
以
下
の
論
文
に
お
い
て
、
こ
れ
ま
で
ブ
ロ
ン
ズ
の
《
ダ
ヴ
ィ
デ
》
像
の
た
め
の
素
描
と
し
て
一
般
に
考
え
ら
れ
て
き
た
　
　
　
こ
の
素
描
を
、
大
理
石
《
ダ
ヴ
ィ
デ
》
の
構
想
を
最
初
に
視
覚
化
し
た
も
の
で
あ
る
と
解
し
て
い
る
。
　
　
　
H
①
≦
器
゜
留
巳
’
、
．
ミ
§
ミ
§
偽
§
．
恥
ミ
ミ
寒
b
ミ
ミ
§
職
き
鳴
忠
箕
奪
§
鑓
b
ミ
ミ
、
嚇
ミ
b
ミ
§
竃
物
．
．
層
冒
《
≧
琴
ロ
゜
。
。
け
　
　
　
霞
ω
8
「
冨
①
》
㊤
し
㊤
c
。
心
、
．
薯
゜
㊤
〒
這
ρ
（
2
8
）
野
。
爵
塁
。
貫
≦
。
匿
帥
轟
①
5
ミ
§
ミ
」
§
ら
壽
§
晦
ミ
。
ヒ
。
ミ
§
ミ
ミ
斜
費
§
§
魯
⇔
§
」
≦
曾
ド
霊
8
言
ρ
o
冨
葺
”
一
8
ω
゜
（
2
9
）
ω
建
ヨ
。
ロ
び
董
匹
二
℃
．
。
。
．
、
、
u
磐
陣
α
冨
α
四
ω
ぎ
α
Q
ω
ぎ
＝
。
「
p
を
8
℃
8
営
げ
幽
ω
冨
巳
⑦
≦
一
匪
○
畠
碧
ゴ
」
り
≦
9
①
冨
コ
σ
q
9
9
冨
く
Φ
　
　
　
ヨ
気
ω
。
巳
℃
8
円
、
ω
曾
＝
＝
口
日
楓
σ
簿
二
①
三
昏
き
o
匹
費
σ
q
㌶
三
．
．
（
3
0
）
閏
「
塁
」
三
α
二
ω
゜
さ
。
G
。
°
（
3
1
）
し
σ
碧
0
8
9
筐
血
二
P
軍
（
3
2
）
　
宰
o
ざ
8
箆
二
ω
噸
O
卜
⊃
°
．
．
…
彗
0
9
0
ω
印
P
o
【
δ
ξ
謬
σ
q
一
巷
娼
9
二
留
o
位
ロ
9
⊆
毒
ひ
9
◎
三
回
゜
：
．
－
な
お
ヴ
ァ
ザ
ー
リ
は
上
記
の
件
に
つ
い
て
、
　
　
　
以
下
の
如
く
記
し
て
い
る
。
　
　
　
．
．
…
冨
二
⇔
ω
。
尋
幕
日
。
g
ユ
；
μ
8
ヨ
①
ひ
q
感
巽
㊦
〈
①
8
聾
8
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q
＝
⇔
馨
剛
6
9
ω
§
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①
α
q
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噛
ぎ
く
冨
8
畠
ρ
ロ
①
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§
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。
ω
デ
塁
　
　
　
切
母
8
0
三
L
σ
置
二
喝
b
G
。
°
（
3
3
）
宰
Φ
ざ
凶
瓢
ユ
ニ
ω
゜
㊦
。
。
°
（
3
4
）
牢
①
ざ
筐
α
二
゜
。
噸
゜
。
卜
。
．
（
3
5
）
田
8
6
昌
凶
」
三
血
こ
o
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ω
。
。
°
（
3
6
）
ロ
ロ
拐
。
貫
凶
三
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℃
」
8
°
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）
　
0
9
鴫
①
唱
一
σ
一
α
二
℃
℃
°
心
O
劇
－
心
O
q
°
（
3
8
）
　
建
築
に
つ
い
て
の
考
察
は
今
後
の
課
題
と
し
た
い
。
（
ω
O
）
　
閃
凶
コ
O
ヨ
層
頃
①
「
ぴ
O
「
け
く
O
ロ
噂
ミ
ら
壽
鳴
h
織
§
領
巴
O
》
ピ
O
旨
ユ
O
口
噂
ζ
①
仲
ず
①
鑑
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帥
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O
い
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）
曽
一
〇
刈
ω
噂
娼
゜
ω
一
．
（
0
4
）
　
」
門
9
昌
9
網
．
O
ゴ
P
二
①
ω
α
ρ
ミ
ら
隷
乳
貸
ミ
晦
災
O
、
き
　
∩
『
魯
鳴
⑦
助
職
ミ
鳴
6
職
識
謎
隣
噂
勺
ユ
昌
O
Φ
仲
O
コ
⊂
・
　
℃
二
一
㊤
ら
P
（
1
4
）
　
記
一
一
P
昌
①
ω
一
》
一
げ
一
自
こ
く
O
　
　
一
一
一
二
　
で
’
Q
Q
「
　
、
、
°
：
O
O
ヨ
一
昌
O
一
帥
け
m
ユ
一
〇
梓
9
0
b
①
「
P
1
3
一
　
〇
P
「
く
①
　
腔
凶
口
o
I
O
一
ω
ω
一
6
0
ω
帥
　
O
O
〈
Φ
円
9
°
：
嬬
O
°
一
心
゜
　
　
　
付
記
本
稿
作
成
に
あ
た
っ
て
は
、
裾
分
一
弘
教
授
の
御
指
導
を
頂
い
た
。
こ
の
場
を
借
り
て
御
礼
を
申
し
上
げ
た
い
。
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〔図2〕サンタ・マリア・デル・7イオ
　　　ーレ，7イレンツェ
〔図1〕ダヴィデ
　　　フィレンツェ，
　　　（筆者撮影）
アカデミア美術館
　　　　，、鵜、　　灘懸購K織’
欝驚鰭灘聾
〔図4〕　ルーブル714r（部分）
　　　パリ，ルーブル美術館
〔図3〕　ルーブル714r
　　　パリ，ルーブル美術館
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〔図7〕デル7オイの巫女
　　　バチカン，システィーナ礼拝堂
〔図5〕モーゼ
　　　　ローマ，サン・ピエトロ・イン
　　　　・ヴィンコリ（筆者撮影）
〔図8〕　審判のキリスト
　　　バチカン，システ（一ナ礼拝堂
〔図6〕髭の奴隷
　　　　フィレンツェ．アカデミア美術
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